
 

 

令和７年度自己評価結果 

 三島幼稚園 

１、園の教育目標 

体を十分に動かし丈夫な身体をつくり、豊かで優しい心を育てる。 

・協調性や積極性を養うことで、身近な社会生活を理解し、社会の一員であることを知

る。 

・教材を用いて、楽しく文字や数字に興味を持ち、習得する。 

・季節の変化を感じながら、身近な自然に触れ、親しみを持つ。 

・日々の保育に音楽的活動や製作活動を取り入れ、楽しみながら豊かな表現力を身につ

ける。 

・基本的な生活習慣を身につけ、見通しを持って進んで行動する。 

 

２、本年度に定める重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した学校評価

の具体的な目標や計画 

季節の行事や活動に意欲的に参加し、園生活を充実させ、楽しく過ごす。 

 

３、重点評価項目および取組事項 

評 価 項 目 取  組  事  項 

人前で自分を表現する機会を

設け、自信を持って活動に参

加する。 

・運動会やクリスマス会などの行事に向けて、子どもたちが

見通しを持って主体的に参加できるような活動計画を設

定した。練習の過程では不安がある子どもや人前が苦手な

子どもに対しても、個々に合わせた丁寧な言葉がけを行

い、安心して取り組めるよう援助した。 

(教員の自己評価の結果) 

・時間をかけ、繰り返し練習を重ねたことで、見通しを持っ

て活動に参加し、自信を深め、本番ではどの子どもも堂々

と自分を表現する姿がみられた。不安を抱いていた子ども

も日々の肯定的な関わりを通して自信をつけ、自分のペー

スで最後まで参加できたことが大きな成長となった。今後

は大きな行事の機会だけでなく、日常の保育の中でも自分

の意見や思いを安心して周囲に表現できるよう、一人ひと

りの発信を丁寧に受け止めるかかわりを意識していきた

い。 



 

 

基本的な生活習慣を身につ

け、自ら健康管理に努める。 

・食事の時間には、座り方やお弁当箱を持つこと等の姿勢や

マナーの指導を繰り返し行った。また、外遊びから戻った

際は、手洗い・うがいを促し、清潔を保つ大切さと感染症

予防の必要性に気を付けるよう働きかけた。 

(教員の自己評価の結果) 

・食事の際には、姿勢や食具の持ち方など、自ら気づいて正

す姿がみられ、食事のマナーを意識することができるよう

になってきている。手洗い・うがいにおいても一人ひとり

が丁寧に行えるよう見守ってきた結果、職員の声掛けがな

くても自ら進んで取り組むようになり、基本的な生活習慣

の定着が見られる。 

行事を通して季節ならではの

風習や自然を感じられるよう

にする。 

 

・七夕、節分、ひな祭りなどの季節行事を通して、由来や意

味を子どもたちに分かりやすく伝えた。また、戸外遊びを

通じて、草花や虫、木の実など季節の自然に触れる機会を

設け、製作活動や絵本の読み聞かせを取り入れ、季節への

興味・関心を深められるようにした。 

(教員の自己評価の結果) 

・子どもたちは行事に興味を持って参加し、季節の変化や伝

統的な風習に親しむ姿が見られた。日々の自然観察を通し

て「葉っぱの色が変わった」「虫がいた」など、季節の移り

変わりに気付く様子が増えた。行事で経験したことを遊び

や会話の中で再現する姿が見られ、理解が深まった。今後

は行事当日の体験だけでなく、自前・事後の活動をさらに

充実させ、継続的に季節への興味を育てていく必要があ

る。 

保育者や友達と積極的に関わ

りながら関係を深め、困って

いる相手には自ら進んで声を

掛けられる社会性を養う。 

 

・園生活を進める中で、様々な活動や行事に意欲的に参加で

きるよう、新しい経験を多く取り入れ、自ら意見を出し合

い、主体的に取り組めるよう、保育者や友達と意見を出し

合う場を設けるように努めた。 

(教員の自己評価の結果) 

・集団生活における、助け合いや協力する大切さを繰り返し

指導し、困りごとが起きた際にも、どうすれば良いかを自

分たちで考えるよう促すことで、相手を思いやる姿が見ら

れるようになった。その一方で、進んで発言できる友だち

に頼る姿も見られたので、クラス内でバランスがとれるよ

うに配慮が必要だと考えられる。 



 

 

生活の中で言葉への興味や関

心を育て、思いや気持ちを自

分なりの言葉で伝える。 

 

・絵本の読み聞かせや紙芝居、季節の歌を歌うなど、言葉に

親しめる環境を整え、子どもの思いや気持ちを受け止めな

がら、言葉で表現する機会を大切にした。友だちや保育者

とのやり取りを通して、自分の思いを伝えたり相手の話を

聞いたりする経験を重ねられるようにした。 

(教員の自己評価の結果) 

・絵本や会話を楽しみ、新しい言葉に興味を示す姿が見られ

た。自分の気持ちや要求を言葉で伝えようとする姿が増

え、友だちとのやり取りも広がった。保育者との関わりの

中で、自分なりの言葉を使って思いや考えを表現する姿が

見られた。語彙を豊かにするために絵本や会話、遊びを通

した言葉の経験をさらに充実させ、一人ひとりの発達や性

格に応じて、気持ちを表現できる環境づくりを持続してい

く必要がある。 

 

 

４、財務状況 

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 


